
Ⅰ．はじめに

　アカヒゲ Erithacus komadoriは南西諸島と男女群島でのみ繁

殖する日本の固有種である。その生息域が限られていること，生

息地の森林が開発や移入動物などの人為的影響を受けやすい状態

にあることから，国の天然記念物および国内希少野生動植物種に

指定され，日本版レッドデータブックでは亜種により絶滅危惧

IB類または絶滅危惧 II 類に分類されている（環境省，２００２）。ア

カヒゲは２亜種（川路・樋口，１９８９）あるいは３亜種（日本鳥学

会，２０００）に分類され，沖縄本島に生息する亜種ホントウアカヒ

ゲ E. k. namiyei個体群と亜種アカヒゲ E. k. komadoriの奄美諸

島の個体群とは留鳥であるとされるが（日本鳥学会，２０００），亜

種アカヒゲのトカラ列島で繁殖する個体群は夏鳥であることが知

られている（関，２００１）。渡り鳥の保全には繁殖地だけでなく渡

りの中継地や越冬地の保護も重要となるが（永田，１９９９），トカ

ラ列島個体群の渡りの経路や越冬地についてはわずかな報告しか

ない（川路・樋口，１９８９）。

　宮古列島では，３～４月および１０～１１月の渡りの時期に限って

アカヒゲ観察記録が複数あり（久貝ほか，２０００），アカヒゲの渡

りの経路にあたると考えられる。しかし，それらの個体の分布状

況や亜種分類については明らかにされていない。そこで，本研究

では，立地条件から渡り途中の個体が観察される確率が高いと推

測された宮古列島多良間島において，アカヒゲの生息確認と捕獲，

計測を行ったので報告する。

Ⅱ．調査地および方法

　調査は沖縄県多良間村多良間島で，２００３年１０月８日～１４日に

行った（図－１）。多良間島は宮古島の西６７km，石垣島の北東

３５kmに位置し，面積１９．７km２，周囲２６．２km，標高３２mの隆起珊

瑚礁の島である（日本離島センター，１９９８）。このような地理的

条件に加えて，アカヒゲの主な採餌環境である常緑広葉樹林が島

内の一部のみに分布しているため，渡り途中の個体の確認が比較

的容易であると推測された。

　アカヒゲの生息確認調査では，任意に選定した４２の観察点にお

いて，まず約１０分間定点観察行い，次にアカヒゲのさえずりを１

分間再生して鳴き返しの有無を記録した。観察点は島内各地の森

林（常緑広葉樹植栽林・リュウキュウマツ林・モクマオウ林）周

辺とし，さえずりの再生にはトカラ列島中之島でＭD録音した

音声を用いた。一観察点で複数のアカヒゲが確認された場合は，

それぞれの確認地点を別に記録した。

　次に，アカヒゲが多く観察された地域で，環境省および沖縄県

教育庁の許可を得て捕獲を行った。捕獲は１０月９日～１３日の期間

中，午前５時～午前１０時と午後４時～午後７時にかすみ網を用い

て行い，捕獲個体は標識，計測後に放鳥した。

Ⅲ．結　　果

　調査期間中にアカヒゲが確認された地点は１４地点で（図－１），

そのすべてが多良間島北部の常緑広葉樹植林地域とその周辺に限

られた。さえずりが聞かれたのは早朝だけであったが，生息が確

認された地点では日中も地鳴きやＭＤ再生音への鳴き返しが確認

された。

　調査期間中に捕獲された個体は雄５，雌２の計７個体で，計測

値は表－２のとおりであった。捕獲個体は翼長が長く，背面・腹

部は淡色で，雄では前額黒帯幅が広く脇腹に黒色部分があること

（図－２ a），雌では腹部に鱗模様が認められたこと（図－２ b）

から，形態的には亜種アカヒゲに類似していた。しかし，捕獲個

体数が少なく，捕獲個体の多くが第１回冬羽であったため，いず

れの計測値でも川路・樋口（１９８９）に記載されいるホントウアカ

ヒゲの計測値との間に有意な差は認められなかった。

Ⅳ．考　　察

　アカヒゲの確認数がとりわけ多かったのは御獄および墓地周辺

のように，下層植生の伐採が行われていない常緑広葉樹林であっ

た。公園や人家周辺の下層植生の少ない常緑広葉樹林でも２カ所

でアカヒゲが確認されたが，リュウキュウマツ林やモクマオウ林
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では全く観察されなかった。下層植生の多い常緑広葉樹林では他

の森林に比べて地表の落葉層が厚く土壌が乾燥しておらず，表層

の土壌動物が多く観察されるなど，アカヒゲの採餌に適した環境

であったためと考えられた。また，標識個体のうち３個体はそれ

ぞれ７２，２４，１０時間後にほぼ同じ地点で再捕獲され，別の１個体

は８０時間にわたって捕獲地点付近で目撃された。したがって，多

良間島で観察されるアカヒゲは，すべてが短期間で通過していく

わけではなく，数日以上滞在する個体もいることが明らかになっ

た。さらに，アカヒゲが観察された地域ではカラスバト

Columba janthinaやキンバトChalcophaps indicaなどの日本版

レッドリスト掲載種も頻繁に観察された。以上のことから，多良

間島に残る常緑広葉樹林は，ごく小面積であるにもかかわらずア

カヒゲの渡りの中継地や希少鳥類の生息地として重要な役割を果

たしていると考えられた。

　一方，多良間島で確認されたアカヒゲを捕獲，計測することに

より，これらの個体が亜種アカヒゲと非常に類似した形態を持つ

ことが明らかになった。しかし，アカヒゲの亜種とその分布につ

いては議論があり（日本鳥学会，２０００），本研究の結果だけで多

良間島で確認されたアカヒゲの繁殖地を特定するのは困難であっ

た。今後は，より多くの個体で標識再捕獲を行って直接的な渡り

の追跡を試みるとともに，分子生物学的な手法を用いた繁殖地推

定も検討する必要があると考えられた。

　調査にあたっては沖縄フィールドワークの金城道男氏，渡久地

豊氏，宮古高校の城間恒宏氏，宮古野鳥の会の岡徹氏，多良間村

民俗学習館の垣花昇一氏には貴重な情報をいただいた。多良間村

教育委員会および沖縄県教育庁には格別の便宜を図っていただい

た。ここに厚く御礼申しあげる。この研究の一部は科学研究費

（若手B）課題番号１４７６０１０８によって行われた。
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表－１．多良間島で捕獲されたアカヒゲの各部計測値．値は平均±標準偏差（mm）

備考翼差指数（％）前額黒帯幅鼻孔嘴長尾長ふ蹠長翼長n

うち４個体は第１回冬羽２０．７±１．０３．２±１．３９．８±０．７４７．４±２．９２８．７±０．９７４．１±１．１５雄

２個体とも第１回冬羽１９．９±１．８－９．２±０．１４８．３±４．７２８．１±１．７７４．９±１．１２雌

図－１．多良間島における森林の分布とアカヒゲの確認地点。
森林の分布は環境省自然環境情報GIS による

図－２．多良間島で捕獲されたアカヒゲ。
　　　　a）雄成鳥，および b）雌第１回冬羽


